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(57)【要約】
【課題】導光部材の形成に手間が掛からず、組み立ての
工数が少ない導光部材を備えた表示装置等を提供するこ
と。
【解決手段】表示装置は、前面に画像を表示する表示部
と、該表示部の背面側に配される一面が開口した箱体と
、前記表示部の前側周縁部及び周側部を覆い、前記箱体
と接続する枠体と、装置外部へ光を発する発光部及び遠
隔操作装置の操作信号を受光する受光部を有する基板と
、該基板を固定し、前記発光部の発する光を外部へ導光
する第１導光部及び前記操作信号を前記受光部まで導光
する第２導光部を有し、前記枠体に固定してある導光部
材とを備える。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面に画像を表示する表示部と、
　該表示部の背面側に配される一面が開口した箱体と、
　前記表示部の前側周縁部及び周側部を覆い、前記箱体と接続する枠体と、
　装置外部へ光を発する発光部及び遠隔操作装置の操作信号を受光する受光部を有する基
板と、
　該基板を固定し、前記発光部の発する光を外部へ導光する第１導光部及び前記操作信号
を前記受光部まで導光する第２導光部を有し、前記枠体に固定してある導光部材と
　を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記箱体は、前側へ突出し、前記導光部材を前側に押圧する突出部を有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記表示部及び前記箱体との間に配され、一面が開口された箱状の内部筐体とを備え、
　該内部筐体は、下面の一部を上側に隆起させて形成し、前記基板及び前記導光部材の一
部を収容する凹部を有する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記発光部が有する発光素子の発光面及び前記受光部が有する受光素子の受光面は、前
記基板の実装面と平行である
　ことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１導光部の先端及び第２導光部の先端は、前記枠体に設けられた孔と係合する
　ことを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記導光部材は一体成形してある
　ことを特徴とする請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の表示装置と、
　テレビジョン放送を受信する受信部と
　を備え、
　前記受信部にて受信したテレビジョン放送に基づいて、前記表示装置に映像を表示する
ようにしてあること
　を特徴とするテレビジョン受信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザに状態を示す発光部及びリモートコントロール用の光信号を受光する
受光部を備える表示装置及び当該表示装置を含むテレビジョン受信機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示装置においては、外観デザインの改良として、表示パネルの周縁を囲むフレ
ームの幅を狭くする、いわゆる狭額縁化が進んでいる。一方、表示装置において、状態を
示す発光部及びリモートコントロール用の光信号を受光する受光部を、フレームに設ける
ことは必須となっている。
【０００３】
　発光部及び受光部は、それぞれ発光素子及び受光素子並びにこれらの素子を駆動する駆
動回路を備えた回路基板を含む。これらの構成部品を狭額縁化が進んだフレーム近傍にす
べ配置するのは困難である。
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【０００４】
　そこで、上記の構成部品はフレームより少し離れた位置に収容スペースを確保し、導光
部材を用いて、発光素子の光をフレーム前面まで導くことが行われている。また、フレー
ム前面に設けた導光部材により、リモートコントロール用の光信号を受光させ、当該導光
部材により受光した光を受光素子まで導くことが行われている。特許文献１には、このよ
うな導光部材が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－１２７９００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載の導光部材は、樹脂で形成した複数の導光板をガラス
部材で接続したものであり、形成に手間を必要とする。また、導光部材を表示装置本体に
取付けためのケースを必要としており、組み立てに工数が掛かってしまう。
【０００７】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであって、導光部材の形成に手間が掛からず
、組み立ての工数が少ない導光部材を備えた表示装置等を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る表示装置は、前面に画像を表示する表示部と、該表示部の背面側に配され
る一面が開口した箱体と、前記表示部の前側周縁部及び周側部を覆い、前記箱体と接続す
る枠体と、装置外部へ光を発する発光部及び遠隔操作装置の操作信号を受光する受光部を
有する基板と、該基板を固定し、前記発光部の発する光を外部へ導光する第１導光部及び
前記操作信号を前記受光部まで導光する第２導光部を有し、前記枠体に固定してある導光
部材とを備えることを特徴とする。
【０００９】
　本発明に係る表示装置は、前記箱体は、前側へ突出し、前記導光部材を前側に押圧する
突出部を有することを特徴とする。
【００１０】
　本発明に係る表示装置は、前記表示部及び前記箱体との間に配され、一面が開口された
箱状の内部筐体とを備え、該内部筐体は、下面の一部を上側に隆起させて形成し、前記基
板及び前記導光部材の一部を収容する凹部を有することを特徴とする。
【００１１】
　本発明に係る表示装置は、前記発光部が有する発光素子の発光面及び前記受光部が有す
る受光素子の受光面は、前記基板の実装面と平行であることを特徴とする。
【００１２】
　本発明に係る表示装置は、前記第１導光の先端及び第２導光部の先端は、前記枠体に設
けられた孔と係合することを特徴とする。
【００１３】
　本発明に係る表示装置は、前記導光部材は一体成形してあることを特徴とする。
【００１４】
　本発明に係るテレビジョン受信機は、上記に記載の表示装置と、テレビジョン放送を受
信する受信部とを備え、前記受信部にて受信したテレビジョン放送に基づいて、前記表示
装置に映像を表示するようにしてあることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明にあっては、導光部材が基板を固定するので、受光部及び発光部を１つのモジュ
ール部品として取り扱い可能で、取付けが容易となる。
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【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】表示装置の構成例を示す外観斜視図である。
【図２】表示装置の分解斜視図である。
【図３】表示装置の部分拡大斜視図である。
【図４】受発光モジュールを示す斜視図である。
【図５】導光部材を示す斜視図である。
【図６】導光部材を示す斜視図である。
【図７】受発光モジュールを示す斜視図である。
【図８】フロントキャビネットの部分拡大斜視図である。
【図９】受発光モジュールの固定状態を示す斜視図である。
【図１０】リアキャビネットの部分斜視図である。
【図１１】受発光モジュールの固定方法を示す説明図である。
【図１２】バックライトシャーシの部分拡大斜視図である。
【図１３】表示装置の縦断面図である。
【図１４】表示装置の縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　実施の形態１
　以下、本発明を、その実施形態を示す図面に基づいて詳述する。以下の説明では、図に
おいて矢符で示す上下、前後、及び左右を使用する。なお、後面を背面と記載する場合も
ある。図１は表示装置１の構成例を示す外観斜視図である。表示装置１はテレビジョン受
信機として構成されている。図１においては、表示装置１はテーブルなどの平面に縦姿勢
で設置するためのスタンド３が取付けられている。スタンド３は２本のスタンド、左スタ
ンド３１、右スタンド３２を含む。図２は表示装置１の分解斜視図である。表示装置１は
、フロントキャビネット（枠体）１１、液晶表示パネル（表示部）１２、光学シート群１
３、ミドルシャーシ１４、反射シート１５、バックライトシャーシ（内部筐体）１６、Ｌ
ＥＤ基板１７、リアキャビネット（箱体）１８、受信部１９、電源部２０を含む。
【００１８】
　フロントキャビネット１１は横長の矩形枠状をなし、液晶表示パネル１２の前側周縁部
、周側部を覆っている。フロントキャビネット１１は、アルミニウム、合成樹脂などで形
成する。
【００１９】
　液晶表示パネル１２は横長の矩形板状をなし、前面に画像を表示する。光学シート群１
３は、略矩形の光学シートを複数枚含む。各光学シートの大きさは、液晶表示パネルの後
面の大きさと略同一である。光学シート群１３を構成する各光学シートは液晶表示パネル
１２の後側に配され、液晶表示パネル１２に入射する光を拡散又は集光する等の機能を備
える。
【００２０】
　ミドルシャーシ１４はフロントキャビネット１１と略同形の矩形枠状をなし、液晶表示
パネル１２、光学シート群１３を保持するとともに、反射シート１５の周縁部を押さえる
構造物である。ミドルシャーシ１４は、ＰＣ（ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ：ポリカーボ
ネート）、ＡＢＳ樹脂（アクリロニトリル、ブタジエン、スチレン共重合合成樹脂）など
の合成樹脂などで形成する。
【００２１】
　反射シート１５は、矩形状シートの四隅に切り込み、内部に矩形状のミシン目が形成し
たものを折り曲げ、一面が開口された箱状に整形したものである。反射シート１５は白色
であり、入射した光を反射させる。反射シート１５は前側が開口面になる。
【００２２】
　バックライトシャーシ１６は、矩形状の底面を有し、一面が開口された箱状をなしてい
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る。バックライトシャーシ１６は鋼板などの金属により形成する。バックライトシャーシ
１６には、複数枚のＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）基板１７が取
付けられている。ＬＥＤ基板１７は、短冊状の基板本体１７１と当該基板本体１７１に実
装されたＬＥＤ１７２を含む。反射シート１５の底面は、バックライトシャーシ１６の底
面と略同形としてある。また、反射シート１５には、各ＬＥＤ１７２の位置に合わせて、
略円形状の貫通孔が設けてある。表示装置１が組み立てられると、バックライトシャーシ
１６の開口面が前面で、底面が背面となる。
【００２３】
　リアキャビネット１８は、矩形状の底面を有し、一面が開口された箱状をなしている。
リアキャビネット１８は、ＰＣ、ＡＢＳ樹脂などの合成樹脂で形成する。
【００２４】
　受信部１９は、図示しないアンテナを介して、テレビジョン放送を受信する。受信した
テレビジョン放送に基づいて液晶表示パネル１２は映像を表示する。電源部２０は表示装
置１の各部に電源を供給する。
【００２５】
　表示装置１の組み立て方法について、簡単に説明する。バックライトシャーシ１６の後
面に、受信部１９、電源部２０、図示しない液晶駆動基板などを固定する。また、バック
ライトシャーシ１６にＬＥＤ基板１７を固定する。バックライトシャーシ１６に反射シー
ト１５を積層する。その際、反射シート１５の底面に設けられた貫通孔にＬＥＤ１７２を
通す。次に、ミドルシャーシ１４をバックライトシャーシ１６に固定する。反射シート１
５の開口部の外縁には、液晶表示パネル１２等と平行なタブが設けられている。また、バ
ックライトシャーシ１６の開口部の外縁にも、液晶表示パネル１２等と平行な板状部が設
けられている。当該板状部に積層された反射シート１５のタブが、ミドルシャーシ１４に
より押さえられることにより、反射シート１５はバックライトシャーシ１６に固定される
。
【００２６】
　ミドルシャーシ１４の上に、光学シート群１３、液晶表示パネル１２を積層する。液晶
表示パネル１２の備えるフレキル基板（図示しない）と、液晶駆動基板とを接続する。そ
の他、バックライトシャーシ１６の後面に固定された電装部品間の配線を行なう。液晶表
示パネル１２の前面周縁及び側面をフロントキャビネット１１で覆い、フロントキャビネ
ット１１をバックライトシャーシ１６に固定する。さらに、リアキャビネット１８により
、バックライトシャーシ１６の後面、フロントキャビネット１１の側面を覆い、リアキャ
ビネット１８を、ネジを用いて、バックライトシャーシ１６に固定する。
【００２７】
　次に、表示装置１が備える提示部、受付部について説明する。図３は表示装置１の部分
拡大斜視図である。図１の領域Ａの範囲を拡大したものである。表示装置１は、フロント
キャビネット１１の前面下部に、平面視倒立台形状で下側に突出する銘板貼付部１１１を
有する。銘板貼付部１１１の前面には、銘板貼付部１１１略同形のプレート１１１ａが貼
付されている。プレート１１１ａの一部は可視光が透過可能となっている。当該透過可能
な部分に提示部１１１ｂが構成してある。提示部１１１ｂは表示装置１の状態を示す。プ
レート１１１ａの他の一部は赤外光が透過可能となっている。当該透過可能な部分に受付
部１１１ｃが構成してある。受付部１１１ｃは、リモートコントローラ（遠隔操作装置。
以下、「リモコン」と記す。）から、リモートコントロール信号（操作信号）（以下、「
リモコン信号」と記す。）を受け付ける。
【００２８】
　続いて、提示部１１１ｂ、受付部１１１ｃを実現する受発光モジュールについて説明す
る。図４は受発光モジュール２１を示す斜視図である。図４はフロントキャビネット１１
に取付けられた状態の受発光モジュール２１を下側から見た図である。受発光モジュール
２１は、導光部材２１１と基板２１２とを含む。導光部材２１１は第１導光部２１１ａ、
第２導光部２１１ｂを含む。第１導光部２１１ａの先端部分は、銘板貼付部１１１と係合
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している。同様に、第２導光部２１１ｂの先端部分は、銘板貼付部１１１と係合している
。
【００２９】
　図５及び図６は、導光部材２１１を示す斜視図である。図７は受発光モジュール２１を
示す斜視図である。導光部材２１１は左右方向が前後方向よりも長い矩形板状をなす部材
である。導光部材２１１は内部で光が伝達するようにするため、透明な樹脂素材により、
構成する。導光部材２１１は第１導光部２１１ａ、第２導光部２１１ｂに加えて、第１基
板固定部２１１ｃ、第２基板固定部２１１ｄ、第１係止部２１１ｅ、第２係止部２１１ｆ
、第１当接部２１１ｇ、第２当接部２１１ｈ、光入力部２１１ｉ、赤外線出力部２１１ｊ
、第１基板保持部２１１ｋ、第２基板保持部２１１ｍを含む。
【００３０】
　第１導光部２１１ａは、四角柱状をなす下方突出部２１１ａ１、前方突出部２１１ａ２
、四角錐台状をなす連結部２１１ａ３及び円柱状をなす先端部２１１ａ４を含む。下方突
出部２１１ａ１は下面から下方向に突出している。前方突出部２１１ａ２は下方突出部２
１１ａ１に連なり、前方向に突出している。連結部２１１ａ３は前方突出部２１１ａ２に
連なり、前方突出部２１１ａ２と先端部２１１ａ４とを連結している。先端部２１１ａ４
は連結部２１１ａ３より更に前方に延びている。下方突出部２１１ａ１の根元部分の反対
面（上面）には、第１導光部材により導光する光を入力する直方体状の光入力部２１１ｉ
が形成されている。
【００３１】
　同様に第２導光部２１１ｂは、四角柱をなす下方突出部２１１ｂ１、前方突出部２１１
ｂ２、四角錐台状をなす連結部２１１ｂ３及び円柱状をなす先端部２１１ｂ４を含む。下
方突出部２１１ｂ１は下面から下方向に突出している。前方突出部２１１ｂ２は下方突出
部２１１ｂ１に連なり、前方向に突出している。連結部２１１ｂ３は前方突出部２１１ｂ
２に連なり、前方突出部２１１ｂ２と先端部２１１ｂ４とを連結している。先端部２１１
ｂ４は連結部２１１ｂ３より更に前方に延びている。下方突出部２１１ｂ１の根元部分の
反対面には、第２導光部２１１ｂにより同行された光（赤外線）が出力される赤外線出力
部２１１ｊが形成されている。
【００３２】
　第１基板固定部２１１ｃは導光部材２１１の右端より、やや中央寄りに形成されている
。第１基板固定部２１１ｃは、上面から上方向に突出する鈎状をなしている。
【００３３】
　第２基板固定部２１１ｄは導光部材２１１の左端に形成されている。第２基板固定部２
１１ｄは、上面から上方向に突出する鈎状をなしている。
【００３４】
　第１係止部２１１ｅは、左右方向、第１導光部２１１ａと第１基板固定部２１１ｃとの
間に形成されている。第１係止部２１１ｅは導光部材２１１の下面から下方に突出した後
、前方に突出する側面視倒立Ｌ字状をなしている。第１係止部２１１ｅの先端は上方向に
突出する突起が設けてある。
【００３５】
　第２係止部２１１ｆは、左右方向、第２導光部２１１ｂと第２基板固定部２１１ｄとの
間に形成されている。第２係止部２１１ｆは導光部材２１１の下面から下方に突出した後
、前方に突出する側面視倒立Ｌ字状をなしている。第２係止部２１１ｆの先端は上方向に
突出する突起が設けてある。
【００３６】
　第１当接部２１１ｇは、導光部材２１１の左右方向、第１導光部２１１ａよりも中央寄
りに形成されている。第１当接部２１１ｇは、矩形状の下板部２１１ｇ１、側面視Ｌ字状
の右壁部２１１ｇ２、下板部２１１ｇ１の左側に位置し、前側に突出する四角柱状の突起
部２１１ｇ３、矩形状の後壁部２１１ｇ４を含む。突起部２１１ｇ３の上面と後壁部２１
１ｇ４の上端は略同じ高さとしてある。突起部２１１ｇ３の下面と下板部２１１ｇ１の上
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面とは、上下方向に離隔している。
【００３７】
　第２当接部２１１ｈは、導光部材２１１の左右方向、第２導光部２１１ｂよりも中央寄
りに形成されている。第２当接部２１１ｈは、矩形状の下板部２１１ｈ１、側面視Ｌ字状
の左壁部２１１ｈ２、下板部２２１ｈ１の右側に位置し、前側に突出する四角柱状の突起
部２１１ｈ３、矩形状の後壁部２１１ｈ４を含む。突起部２１１ｈ３の上面と後壁部２１
１ｈ４の上端は略同じ高さとしてある。突起部２１１ｈ３の下面と下板部２１１ｈ１の上
面とは、上下方向に離隔している。
【００３８】
　第１基板保持部２１１ｋは、第１当接部２１１ｇの後側に形成してある。第１基板保持
部２１１ｋは、左右が広い面となるように立てた立板状の基板部２１１ｋ１と、当該基板
部２１１ｋ１の上面からさらに上方向に延びる円柱状の突起部２１１ｋ２とを含む。
【００３９】
　第２基板保持部２１１ｍは、第２当接部２１１ｈの後側に形成してある。第２基板保持
部２１１ｍは、左右が広い面となるように立てた立板状の基板部２１１ｍ１と、当該基板
部２１１ｍ１の上面からさらに上方向に延びる円柱状の突起部２１１ｍ２とを含む。
【００４０】
　基板２１２は左右方向に長い短冊状をなしている。基板２１２は、発光素子（発光部）
２１２ａ、受光素子（受光部）２１２ｂ、第１貫通孔２１２ｃ、第２貫通孔２１２ｄを含
む。
【００４１】
　基板２１２の第１貫通孔２１２ｃは第１基板保持部２１１ｋの突起部２１１ｋ２を貫通
させている。基板２１２の第２貫通孔２１２ｄは第２基板保持部２１１ｍの突起部２１１
ｍ２を貫通させている。
【００４２】
　基板２１２は、第１基板固定部２１１ｃにより左端が、第２基板固定部２１１ｄにより
右端が下方向に押されている。一方、第１基板保持部２１１ｋの基板部２１１ｋ１と、第
２基板保持部２１１ｍの基板部２１１ｍ１とが、基板２１２を下支えすることにより、基
板２１２は、導光部材２１１に固定されている。
【００４３】
　発光素子２１２ａは、導光部材２１１の光入力部２１１ｉに周囲を囲まれ、発光面は光
入力部２１１ｉの上面と対向している。発光素子２１２ａの光は、光入力部２１１ｉから
入射し、第１導光部２１１ａにより導光され、先端部２１１ａ４の先端面から出射する。
【００４４】
　受光素子２１２ｂの受光面は、赤外線出力部２１１ｊの上面と対向している。第２導光
部２１１ｂの先端部２１１ｂ４から入射したリモコンのリモコン信号は、第２導光部２１
１ｂにより導光され、赤外線出力部２１１ｊより出射する。赤外線出力部２１１ｊより出
射した光は、受光素子２１２ｂに受光する。
【００４５】
　受発光モジュール２１の固定方法について説明する。図８はフロントキャビネット１１
の部分拡大斜視図である。銘板貼付部１１１近傍を拡大したものである。銘板貼付部１１
１は、提示部１１１ｂを構成する貫通孔１１１ｄを有する。銘板貼付部１１１は、受付部
１１１ｃを構成する貫通孔１１１ｅを有する。銘板貼付部１１１の左右方向中央には、後
側に突出する円柱状のボス１１１ｆが設けてある。ボス１１１ｆには雌ねじが切られたね
じ孔１１１ｇが形成してある。
【００４６】
　フロントキャビネット１１は、銘板貼付部１１１と垂直をなし、銘板貼付部１１１から
後方に延在する板状のモジュール固定部１１２を更に含む。モジュール固定部１１２の左
右方向の両端部には矩形状の貫通孔１１２ａ、１１２ｂが形成されている。モジュール固
定部１１２において、上述のボス１１１ｆと重なる位置の左右方向両脇には、前側に切り



(8) JP 2017-5348 A 2017.1.5

10

20

30

40

50

欠いて形成したような切欠部１１２ｃ、１１２ｄが設けてある。
【００４７】
　図９は受発光モジュール２１の固定状態を示す斜視図である。受発光モジュール２１の
第１係止部２１１ｅが、フロントキャビネット１１の貫通孔１１２ａに係合している。同
様に、受発光モジュール２１の第２係止部２１１ｆが、フロントキャビネット１１の貫通
孔１１２ｂに係合している。第１係止部２１１ｅ及び第２係止部２１１ｆは、フロントキ
ャビネット１１のモジュール固定部１１２を下から押さえるのに対して、第１係止部２１
１ｅ及び第２係止部２１１ｆの左右の部分は、モジュール固定部１１２を上から押さえる
。受発光モジュール２１は、モジュール固定部１１２を上下から挟むように固定される。
また、第１係止部２１１ｅ及び第２係止部２１１ｆの先端の突起部がそれぞれ、貫通孔１
１２ａ、１１２ｂに係合することにより、受発光モジュール２１の前後方向の動きを規制
する。
【００４８】
　また、受発光モジュール２１の第１当接部２１１ｇがモジュール固定部１１２の切欠部
１１２ｃにより生じたモジュール固定部１１２の角に当接する。受発光モジュール２１の
第２当接部２１１ｈがモジュール固定部１１２の切欠部１１２ｄにより生じたモジュール
固定部１１２の角に当接する。これにより、受発光モジュール２１の左右の動きを規制す
る。また、第１当接部２１１ｇ及び第２当接部２１１ｈ、受発光モジュール２１の前方向
への移動、上方向への移動も規制する。
【００４９】
　さらに、受発光モジュール２１が有する第１導光部２１１ａの先端部（先端）２１１ａ
４が、銘板貼付部１１１の貫通孔（孔）１１１ｄに嵌入する。受発光モジュール２１が有
する第２導光部２１１ｂの先端部（先端）２１１ｂ４が、銘板貼付部１１１の貫通孔１１
１ｅ（孔）に嵌入する。これらにより、受発光モジュール２１の左右方向の動き、前方向
の動きが規制される。
【００５０】
　以上のように、実施の形態１においては、次の効果を奏する。受発光モジュール２１は
、フロントキャビネット１１のみにより固定可能であるので、設置箇所の自由度が高い。
【００５１】
　第１導光部２１１ａにより、発光素子２１２ａの光をフロントキャビネット１１まで導
くので、発光素子２１２ａの発光面積と比較して、大きい面積又は小さい面積の発光面を
フロントキャビネット１１に設けることが可能となる。同様に、受付けたリモコン信号（
赤外線）を、第２導光部２１１ｂを用いて、フロントキャビネット１１の前面から受光素
子２１２ｂに導くので、受光素子２１２ｂの受光面積と比較して、大きい面積又は小さい
面積の受光面をフロントキャビネット１１に設けることが可能となる。
【００５２】
　また、基板２１２に実装する発光素子２１２ａの発光面は、基板２１２の実装面と略平
行としてある。すなわち、発光素子２１２ａが面発光ＬＥＤの場合、発光面が実装面と平
行となるように、発光素子２１２ａを基板に固定する。発光素子２１２ａが他のＬＥＤの
場合は、実装面の法線方向の輝度が比較的高くなるように、発光素子２１２ａを基板に固
定する。同様に、基板２１２に実装する受光素子２１２ｂの受光面は、基板２１２の実装
面と略平行としてある。すなわち、実装面の法線方向の感度が比較的高くなるように、受
光素子２１２ｂを基板に固定する。このように、通常の実装部品と同様に、発光素子２１
２ａ、受光素子２１２ｂを実装面に対して平行にして実装可能である。発光素子２１２ａ
、受光素子２１２ｂとして一般的な部品を選択可能であるから、コスト上昇を抑えること
が可能である。
【００５３】
　なお、実施の形態１において、表示装置１は、直下型のバックライトを備えるものとし
たが、エッジライト方式のバックライトを備える場合でも、同様に適用可能である。
【００５４】
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　実施の形態２
　実施の形態２は、受発光モジュール２１の固定に、リアキャビネット１８を用いる形態
に関する。それ以外の点については、実施の形態１と同様であるから、説明を省略する。
図１０はリアキャビネット１８の部分斜視図である。図１０は、リアキャビネット１８の
左右方向中央の下部を示している。リアキャビネット１８には、後方から前方に突出する
ボス１８ｃが設けてある。ボス１８ｃの中央には貫通孔１８ｄが設けてある。貫通孔１８
ｄは、後方から前方に向けてネジを通すための穴である。ボス１８ｃは、フロントキャビ
ネット１１に設けたボス１１１ｆと、貫通孔１８ｄに通したねじにより固定される。
【００５５】
　また、リアキャビネット１８は、ボス１８ｃを左右方向から挟むように、リブ（突出部
）１８ａ、リブ（突出部）１８ｂを形成してある。リブ１８ａは側面視平行四辺形状部分
と、当該平行四辺形部分から前方に延びる、凸条部分を含む。リブ１８ｂもリブ１８ａと
同様な形状である。
【００５６】
　図１１は受発光モジュール２１の固定方法を示す説明図である。図１１は、リブ１８ａ
、１８ｂが受発光モジュール２１を固定する様子を示している。図１１に示すように、リ
アキャビネット１８に形成したリブ１８ａ、１８ｂは、受発光モジュール２１を後側から
前側に押さえる（押圧する）。受発光モジュール２１はリアキャビネット１８とフロント
キャビネット１１とで挟まれ、より強固に固定される。
【００５７】
　以上のように、実施の形態２では、次の効果を奏する。受発光モジュール２１をフロン
トキャビネット１１のみで固定するのではなく、リアキャビネット１８に形成したリブ１
８ａ、１８ｂにより、受発光モジュール２１を前方向に押さえつけることで、受発光モジ
ュール２１はフロントキャビネット１１とリアキャビネット１８とで挟まれるように固定
される。それにより、フロントキャビネット１１のみに固定する場合に比べて、さらに強
固に受発光モジュール２１を固定することが可能となる。
【００５８】
　実施の形態３
　実施の形態３は、直下型のバックライトを備える表示装置１において、狭額縁化を実現
する形態に関する。実施の形態３はバックライトシャーシ１６の形状の特徴がある。この
点以外については、実施の形態１と同様であるので、以下の説明においては、実施の形態
１との相違する点を主に説明する。
【００５９】
　図１２はバックライトシャーシ１６の部分拡大斜視図である。図１２はバックライトシ
ャーシ１６の中央下部付近を前側（内側）から見た場合を示している。バックライトシャ
ーシ１６の中央下部付近は、後から前に、下から上に、側面視台形状の盛り上がった形状
となっている。すなわち、上面１６ａは矩形状でバックライトシャーシ１６の下面１６ｃ
と平行となっている。上面１６ａに連なる側面１６ｂ上から下に広がるような傾斜となっ
ている。以上により、バックライトシャーシ１６の外側に同様な形状の空間が形成されて
いる。すなわち、バックライトシャーシ１６は、下面の一部を上側に隆起させて形成した
凹部１６１を有している。実施の形態３においては、当該凹部１６１に受発光モジュール
２１の一部を収容する。
【００６０】
　図１３は表示装置１の縦断面図である。図１３に示す断面図は、受発光モジュール２１
に含まれる発光素子２１２ａを通る縦断面図となっている。
【００６１】
　図１３に示すように、バックライトシャーシ１６の下側には側面視台形状の凹部１６１
が形成されている。形成された凹部１６１の一部に、受発光モジュール２１の発光素子２
１２ａを含む基板２１２、導光部材２１１の下方突出部２１１ａ１が収容されている。そ
れにより、これらの部材は、液晶表示パネル１２の下端よりも上側に位置している。
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【００６２】
　図１４は表示装置１の縦断面図である。図１４に示す断面図は、受発光モジュール２１
に含まれる受光素子２１２ｂを通る縦断面図となっている。
【００６３】
　図１４に示すように、バックライトシャーシ１６の下側に形成された凹部１６１の一部
に、受発光モジュール２１の受光素子２１２ｂを含む基板２１２、導光部材２１１の下方
突出部２１１ｂ１が収容されている。それにより、これらの部材は、液晶表示パネル１２
の下端よりも上側に位置している。
【００６４】
　以上のように、実施形態３においては、受発光モジュール２１の一部を液晶表示パネル
１２の下端よりも上側に配置可能である。それにより、フロントキャビネット１１が液晶
表示パネル１２より外側にはみ出る寸法を小さくすることができ、フロントキャビネット
１１の額縁化が可能となる。
【００６５】
　本発明に係る表示装置１は、前面に画像を表示する表示部１２と、該表示部１２の背面
側に配される一面が開口した箱体１８と、前記表示部１２の前側周縁部及び周側部を覆い
、前記箱体と接続する枠体１１と、装置外部へ光を発する発光部２１２ａ及び遠隔操作装
置の操作信号を受光する受光部２１２ｂを有する基板２１２と、該基板２１２を固定し、
前記発光部２１２ａの発する光を外部へ導光する第１導光部２１１ａ及び前記操作信号を
前記受光部２１２ｂまで導光する第２導光部２１１ｂを有し、前記枠体１１に固定してあ
る導光部材２１１とを備えることを特徴とする。
【００６６】
　本発明にあっては、導光部材２１１が基板２１２を固定するので、受光部２１２ｂ及び
発光部２１２ａを１つのモジュール部品として取り扱い可能で、取付けが容易となる。
【００６７】
　本発明に係る表示装置１は、前記箱体１８は、前側へ突出し、前記導光部材２１１を前
側に押圧する突出部１８ｂを有することを特徴とする。
【００６８】
　本発明にあっては、箱体１８が有する突出部１８ｂにより、導光部材２１１を前側に押
圧するので、導光部材２１１を強固に固定可能となる。
【００６９】
　本発明に係る表示装置１は、前記表示部１２及び前記箱体１８との間に配され、一面が
開口された箱状の内部筐体１６とを備え、該内部筐体１６は、下面の一部を上側に隆起さ
せて形成し、前記基板２１２及び前記導光部材２１１の一部を収容する凹部１６１を有す
ることを特徴とする。
【００７０】
　本発明にあっては、基板２１２及び導光部材２１１の一部を前面視、内部筐体１６の開
口の内側、すなわち枠体１１の内側に収容するので、表示装置１の狭額縁化が可能となる
。
【００７１】
　本発明に係る表示装置１は、前記発光部２１２ａが有する発光素子の発光面及び前記受
光部２１２ｂが有する受光素子の受光面は、前記基板２１２の実装面と平行であることを
特徴とする。
【００７２】
　本発明にあっては、発光素子の発光面及び受光素子の受光面が基板２１２の実装面と平
行であるので、発光素子及び受光素子として汎用部品が使用可能となる。また、発光素子
及び受光素子の基板２１２への実装が容易となる。
【００７３】
　本発明に係る表示装置１は、前記第１導光部２１１ａの先端及び第２導光部２１１ｂの
先端は、前記枠体１１に設けられた孔１１１ｄ、１１１ｅと係合することを特徴とする。
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【００７４】
　本発明にあっては、導光部２１１ａ、２１１ｂの先端を枠体１１に設けられた孔１１１
ｄ、１１１ｅに係合するので、導光部材２１１の位置ずれを防ぐことが可能となる。
【００７５】
　本発明に係る表示装置は、前記導光部材２１１は一体成形してあることを特徴とする。
【００７６】
　本発明にあっては、導光部材２１１は一体成形で形成するので、必要な強度を確保する
ことが可能となる。
【００７７】
　本発明に係るテレビジョン受信機は、上記に記載の表示装置１と、テレビジョン放送を
受信する受信部１９とを備え、前記受信部１９にて受信したテレビジョン放送に基づいて
、前記表示装置１に映像を表示するようにしてあることを特徴とする。
【００７８】
　本発明にあっては、導光部材２１１が基板２１２を固定するので、受光部２１２ｂ及び
発光部２１２ａを１つのモジュール部品として取り扱い可能で、取付けが容易となる。
【００７９】
　各実施例で記載されている技術的特徴（構成要件）はお互いに組合せ可能であり、組み
合わせすることにより、新しい技術的特徴を形成することができる。
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって、制限的なものでは無いと考え
られるべきである。本発明の範囲は、上記した意味では無く、特許請求の範囲によって示
され、特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内でのすべての変更が含まれることが意図さ
れる。
【符号の説明】
【００８０】
　１　　　　　表示装置
　１１　　　　フロントキャビネット（枠体）
　１１１　　　銘板貼付部
　１１１ａ　　プレート
　１１１ｂ　　提示部
　１１１ｃ　　受付部
　１１１ｄ　　貫通孔
　１１１ｅ　　貫通孔
　１１１ｆ　　ボス
　１１１ｇ　　ねじ孔
　１１２　　　モジュール固定部
　１１２ａ　　貫通孔
　１１２ｂ　　貫通孔
　１１２ｃ　　切欠部
　１１２ｄ　　切欠部
　１２　　　　液晶表示パネル（表示部）
　１３　　　　光学シート群
　１４　　　　ミドルシャーシ
　１５　　　　反射シート
　１６　　　　バックライトシャーシ（内部筐体）
　１６１　　　凹部
　１６ａ　　　上面
　１６ｂ　　　側面
　１６ｃ　　　下面
　１７　　　　ＬＥＤ基板
　１７１　　　基板本体
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　１７２　　　ＬＥＤ
　１８　　　　リアキャビネット（箱体）
　１８ａ　　　リブ（突出部）
　１８ｂ　　　リブ（突出部）
　１８ｃ　　　ボス
　１８ｄ　　　貫通孔
　１９　　　　受信部
　２０　　　　電源部
　２１　　　　受発光モジュール
　２１１　　　導光部材
　２１１ａ　　第１導光部
　２１１ａ１　下方突出部
　２１１ａ２　前方突出部
　２１１ａ３　連結部
　２１１ａ４　先端部
　２１１ｂ　　第２導光部
　２１１ｂ１　下方突出部
　２１１ｂ２　前方突出部
　２１１ｂ３　連結部
　２１１ｂ４　先端部
　２１１ｃ　　第１基板固定部
　２１１ｄ　　第２基板固定部
　２１１ｅ　　第１係止部
　２１１ｆ　　第２係止部
　２１１ｇ　　第１当接部
　２１１ｇ１　下板部
　２１１ｇ２　右壁部
　２１１ｇ３　突起部
　２１１ｇ４　後壁部
　２１１ｈ　　第２当接部
　２１１ｈ１　下板部
　２１１ｈ２　左壁部
　２１１ｈ３　突起部
　２１１ｈ４　後壁部
　２１１ｉ　　光入力部
　２１１ｊ　　赤外線出力部
　２１１ｋ　　第１基板保持部
　２１１ｋ１　基板部
　２１１ｋ２　突起部
　２１１ｍ　　第２基板保持部
　２１１ｍ１　基板部
　２１１ｍ２　突起部
　２１２　　　基板
　２１２ａ　　発光素子
　２１２ｂ　　受光素子
　２１２ｃ　　第１貫通孔
　２１２ｄ　　第２貫通孔
　２２１ａ３　連結部
　２２１ｂ３　連結部
　２２１ｈ１　下板部
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　３　　　　　スタンド
　３１　　　　左スタンド
　３２　　　　右スタンド
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【図１３】 【図１４】
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